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分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
【統制環境関係】　
① 組織の倫理規定
② 役員・従業員の行動指針
【リスクの評価と対応関係】
③ 法令遵守（コンプライアンス）規定
④ 投資運用規定
⑤ 役職者監督責任規定
⑥ 定期人事異動規定
⑦ 法令違反リスク評価規定
⑧ 労務トラブル対策規定
【統制活動関係】
⑨ 会計処理の原則の選択、処理に関す
る実施規定
⑩ 業務分掌規程
⑪ 取引契約規定
⑫ 債権、債務確認規定
⑬ 稟議規定
⑭ 不正調査規定
⑮ 不正受注防止規定
⑯ 不正販売防止規定
⑰ インサイダー取引防止規定
（〇は一つのみ） ある
4．内部統制の具体的な構築・実施状況についてお伺いします。
（１）社内規定の構築状況について該当するところに、○を付けてください。
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分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
⑱ 経営情報公開規定
⑲ 広告規定
⑳ ハラスメント防止に関する規定
㉑ 自動車事故防止規定
㉒ 飲酒運転防止規定
㉓ 競業避止規定
㉔ 個人情報漏洩防止規定
㉕ 機密情報防止規定
㉖ 製品事故対策規定
㉗ 環境保全対策規定
㉘ 労働災害防止規定
【情報と伝達関係】
㉙ 業務報告規定
㉚ 内部通報規定
㉛ 外部通報規定
3 業務務連絡会規定
【モニタリング】
3 業務務監規定
【ＩＴ関係】
3 ＩＴに対するる方
3 ＩＴＴ利規規
3 メメーＴ利規規
【その他】
3 個個別面規定
3 懲規定
（〇は一つのみ） ある
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分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① 理事会（理事）、監事が財務報告と内
部統制に関して適切に監視・監督す
る責任を理解して、実行する体制
② 監事と企業内の部署（内部監査部局
など）と適切な連携が図られる体制
　（例えば、定期的な情報共有、連絡体
制の構築・明文化など）
③ 問題を直属の上司に言えない場合に、
その意見を上部機関に伝える仕組み
の構築
　（例えば、目安箱の設置など）
④ 財務報告を作成する部門への専門性
を持った人材の配置、専門性を持た
ない人事の場合に研修を受けさせ専
門性を獲得させるような体制
⑤ 従業員の決裁権限の明確化
　（例えば、特定業務の決済や決済額に
ついての明確化）
⑥ 従業員の能力を引き出すための教育
支援体制
⑦ 従業員の勤務評価の基準の策定
（〇は一つのみ） ある
（２）統制環境の実現について、該当するところに〇を付けてください。
＊以下では、前ページ（１）でお答え頂いた各規定の存在によって、確保されていると考えられる場
合には、「ある」に〇を付けてください。
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（３）リスクの評価と対応について、該当するところに〇を付けてください。
分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① 業務で勘違い、入力ミスなどから多
額の損失（年間利益の5％超）が生じ
る可能性がある箇所に、二人以上で
確認（ダブルチェック）する仕組み
② 天災、盗難、情報漏洩、金銭の持ち
逃げなど、予防措置では完全に防ぎ
きれない損失の発生を考慮した対応
の準備体制
③ 組織変更や情報機器の変更時に、粉
飾決算等がされない体制が依然とし
て確保されているか経営者が再評価
を行う体制
④ 不正に関するリスクを検討する際に、
その原因を踏まえたリスク評価、対
応を行う体制
（〇は一つのみ） ある
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（４）統制活動について、該当するところに〇を付けてください。
分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① 法人の業務から想定される固有のリ
スクを少なくするための体制
　（例えば、方針、手続き規定の作成など）
② 業務上、損失等が発生する可能性が
ある部署を担当する者に、責任と説
明義務を適切に帰属させる体制
③ 職務規程や重要な業務に関する業務
手順の文書化
④ 経営者の命令・指示が業務全体にわ
たって適切に行われるための体制
⑤ 防止対策の実施により見つかった誤
謬が調査され、必要な対応がとられ
るための体制
⑥ 防止対策の実施状況の確認と、その妥
当性の見直しが行われるための体制
（〇は一つのみ） ある
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（５）情報と伝達について、該当するところに〇を付けてください。
分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① 経営者の方針や指示が、法人内のす
べての者、又は法人で重要な部門に
伝達される体制
② 法人にとっての重要な情報が、伝達
され適切に利用可能となるための体
制
③ 違法・不正行為の防止に関する情報
が組織内の管理者に伝達されるため
の体制
④ 経営者、理事会（理事）、監事及びそ
の他の関係者の間で情報が伝達され
るための体制
⑤ 法人外部から違法・不正行為防止に
関する情報を取得し、伝達、利用する
ための体制
（〇は一つのみ） ある
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（６）モニタリングについて、該当するところに〇を付けてください。
分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① 日常的監視・監督の体制
　 （例えば、重要な決済のダブルチェッ
ク体制、稟議式などの導入）
② 独立的評価の範囲と頻度を、該当部
署の必要性に対応して評価、調整す
る体制
③ モニタリング（監視・監督）の実施
者が、十分な知識や能力があること
を担保する体制
④ モニタリングの結果を経営者が受領
し、対応する体制
⑤ 法人内外からの得られた、違法・不
正行為防止体制に関する不備を関係
者で共有し改善する体制
（〇は一つのみ） ある
（７）ＩＴへの対応について、該当するところに〇を付けてください。
分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① 誤入力等から巨額の損失を生じさせ
る危険を避けるため、ＩＴの利用の検
討を行う体制
② ＩＴ導入によって生じる情報漏洩な
どの新しいリスクの検討体制
（〇は一つのみ） ある
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（８）財務報告に関わる内部統制のプロセスについて、該当するところに
　　 〇を付けてください。
分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① 業務プロセスの文書化の対応
　 （例えば、業務記述書やトラブル対応
時の手順書の作成）
② 法人全体の2/3程度の資金が集まる箇
所への不正、誤謬の防止体制の整備
（〇は一つのみ） ある
（９）業務プロセスに関わる内部統制の不備の検討について、該当すると
　　 ころに〇を付けてください。
分から
ない
関係
ない
ない慣習とし
てある
① サンプリングによる確認、検討の体制
　 （25件程度以上の抜き出し調査の実施
など）
② 防止体制の不備から発生する損失が、
年間利益の5％前後を超える可能性の
ある箇所への対策を検討する体制
（〇は一つのみ） ある
以上です。長時間ご協力頂き誠にありがとうございました。
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